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住所（仏人にあっ
ては、=Iﾐたる中務

所の所ｲl:地）
大阪市西区南堀江2丁目１番3号松竹大阪ビル4階

氏名（仏人にあっ
ては、ｆｉ杵及び代

麦召の此お）
松竹株式会社関西支社不動産部率業不動産分室室長津久井俊彦

事業者の主たる

業種 映画・演劇及び不動産産業

該当する本業者
要件 ロ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当｡IF業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以｣二））

「

「

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当､】F業者（大規模運送郡業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当率業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

肝画期間 21年４月～２４年３月

基本方針

前期（18～20年度）削減目標を達成した蛎業所（松竹第二ピル）はｌ`Xj減、達成して祓い事業所は前期の削減目標を目指し全体で3.5%削減する。

推進体制
不動産部事業不動産分室京都地区技術グループによる基本方針の推進

環境マネジメントシステム名称
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年度ごとの具体
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股備、対象、工程等

各事業所

各専業所

各本業所

措置内容

･外灯及び宕板灯の点灯時間見直し。・冷暖房の股定温度の見直し。

゜外灯及び希板灯の点灯時間見直し｡・冷暖房の設定温度の見直し。

･外灯及び宕板灯の点灯時間見直し．・冷吸房の設定温度の見直し。

温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ本業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対す-る自己評価

基地年度（実綱）

(20）年度
(=IIT化繊楽換算）

目標年度（叶画）

(23）年度

(=IIr化喫素換算）

増減率
(叶画）

報告年度（実綱）

(21）年度
(二酸化炭索換算）

増減率

(実績）
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その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減政等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した矼力
又は熱の供給

グリーン地力の購入

家庭における温室効果ガス排出
且の削減効果分の購入

削減量等合計
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差引排出量
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地球沮吸化対策

に資する社会貢
献活動
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